
№ 情報提供元

1
群馬県観光魅力創出課
リトリート推進室

2 桐生市日本遺産活用室

№ 情報提供元 内　　　容 資料

1
群馬県観光魅力創出課
リトリート推進室

リトリートプラン販売中！―日常から離れ、ゆったり心と身体を癒
し、自分をリセットするリトリート旅―

P.1

2 原美術館ARC（渋川市） 原美術館ARCでアートと桜を同時に楽しむ休日を P.1

3 高崎市染料植物園 ベニバナの種プレゼント P.2

4
群馬県立歴史博物館（高崎
市）

子どものための特集展示　昭和のくらし P.2

5 〃 新春特別収蔵品展　日本美術史ことはじめ P.3

6 〃 特集展示　古墳時代ぐんまの国宝埴輪と東博埴輪 P.3

7
群馬県立土屋文明記念文学
館（高崎市）

第124回企画展「文豪・谷崎潤一郎―美を追い求めて」 P.4

№ 情報提供元

1 桐生市日本遺産活用室 「日本遺産・織物フェスタｉｎ桐生」開催概要

2 〃 まちなか交流館

3 〃 有鄰館

4 桐生市移住定住推進室

5 大泉町観光協会 世界がぎゅ～っと、おおいずみ。（観光マップ）

6 原美術館ARC（渋川市） 原美術館ARCでアートと桜を同時に楽しむ休日を

内　　　容

内　　　容

群馬県の観光情報１２月号

～東京をあきらめない暮らし～全国移住希望地ランキング２位の群馬県桐
生市で、ワタシが叶えた豊かな暮らし

リトリートプラン販売中！―日常から離れ、ゆったり心と身体を癒し、自分を
リセットするリトリート旅―

「日本遺産・織物フェスタｉｎ桐生」の開催について

今月の注目情報

令和６年（２０２４）年１２月１７日

群馬県東京事務所 政策調整第二係

今月の同封資料

情報のお問合せ、ファイルや画像のご請求はこちらへどうぞ
群馬県東京事務所 政策調整第二係

E-mail ： g-info@pref.gunma.lg.jp
電話 ： ０３－５２１２－９１０６ ＦＡＸ ：０３－５２１２－９１０３

所在地 ： 〒102-0093 東京都千代田区平河町2-6-3 都道府県会館８階 群馬県東京事務所

（東京メトロ有楽町線・半蔵門線・南北線永田町駅から徒歩約1分）

今月の外来発表今月の外来発表



日時 令和６年１１月２５日～販売中

場所

楽天トラベル：
https://travel.rakuten.co.jp/movement/gunma/202411_ret
reat/
観光ぐんま：https://gunma-kanko.jp/features/63

交通

担当
群馬県観光魅力創出課リトリート推進室
（TEL：０２７－２６６－３３８５）

リトリートぐんま

日時
2025年４月中旬～5月初旬
休館日：木曜、冬季休館有　※2025年は1/14~3/14まで冬季
休館。3/15から通常どおり開館。

場所 原美術館ARC

交通
上越／吾妻線「渋川駅」よりバスにて約15分、「グリーン牧
場前」下車、徒歩約7分。お車の場合、関越自動車道「渋
川・伊香保I.C.」より8 km、約15分。

担当 原美術館ARC広報
前庭のソメイヨシノと磯崎新建

築

原美術館ARCでアートと桜を同時に楽しむ休日を
【渋川市】

４月中旬～5月初旬にかけて桜が見頃です！

　標高550メートル、榛名山麓に位置する原美術館ARCでは、例年4月中旬から5月初旬に
かけてさまざまな種類の桜を楽しむことができます。伊香保グリーン牧場が隣接してい
るほか、古くから湯治場として知られる伊香保温泉も車で5分の近さです。穏やかな春の
景色に包まれながら、現代アートに浸る休日はいかがですか？

【2025年春から開催予定の展覧会】 「この、原美術館ARCという時間芸術」
会期：＜第1期＞3月15日（土）〜5月11日（日）＜第2期＞5月16日（金）〜 7月6日(日)
会場：原美術館ARC（ギャラリーA・B・C、觀海庵）

https://www.haramuseum.or.jp/jp/arc/

#UNKNOWN!

リトリートプラン販売中！【群馬県】
日常から離れ、ゆったり心と身体を癒し、自分をリセットするリトリート旅

　群馬県では、温泉や自然、食などの魅力と首都圏からのアクセスの良さをいかし、新
たな旅のカタチ「リトリート」を提案しています。
　日常から離れ、ゆったり心と身体を癒し、自分をリセットする「リトリート」をコン
セプトにしたプランが楽天トラベルや県観光公式サイトで販売中です。
　県内の宿泊施設が地域や施設の特色をいかして提案する癒しの滞在「リトリート」プ
ランを是非体験して下さい！

楽天トラベル「リトリ-トぐんま」特集ページ
　https://travel.rakuten.co.jp/movement/gunma/202411_retreat/

【動画】
おかえり、本当のわたし。-群馬で出会えるリトリート-
前編：https://www.youtube.com/watch?v=LkULxih_pGo
後編：https://www.youtube.com/watch?v=aMGS9EV6GEo

（写真を添付）
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日時 ◆２０２５年１月５日(日)～　無くなりしだい終了

場所 ◆高崎市染料植物園　染色工芸館

交通
◆電車：ＪＲ高崎駅からバスで約３０分
◆ 車 ：関越自動車道　高崎ＩＣから約３０分

担当 ◆高崎市染料植物園（ＴＥＬ０２７－３２８－６８０８） ベニバナ

　

日時
◆2024年12月21日（土）～2025年2月9日（日）
　9時30分～17時（入館は16時30分まで）

場所 ◆群馬県立歴史博物館（高崎市綿貫町992-1）

交通

◆車：上信越自動車道の「藤岡IC」より約10分。
　　　関越自動車道「高崎玉村スマートIC」より約10分。
　　　北関東自動車道「前橋南IC」より約15分。
　　　アイ・ディー・エー群馬の森公園の大駐車場を利用
　　　（無料）。
◆電車：JR高崎駅よりバスで約25分。

担当 ◆教育普及係　原　（027-346-5522）
新春特別収蔵品展・子どもの

ための特集展示ポスター

　高崎市染料植物園は、観音山丘陵の一角にあり、古代からの天然染色の変遷とその時
代に使われた染料植物を見ながら散策できる公園です。各時代の染料植物を紹介する
「染料植物の道」には、６５０ｍにわたって８５種ほどの染料植物が育てられていま
す。

　ベニバナは、古くから紅色染料として用いられた植物です。園内で育て採種したベニ
バナの種を、ご来園の希望者にプレゼントをいたします。

※ 数に限りがあります。無くなりしだい終了となります。
※ 予約・取り置き等はできません。

（写真を添付）

群馬県立歴史博物館
子どものための特集展示【高崎市】

昭和のくらし

　昭和時代に使われていた生活道具を展示します。併せて、昭和30年代の茶の間や昭和
50年代の応接間を展示室の一部に再現し、当時のくらしの様子を紹介します。

※新春特別収蔵品展「日本美術史ことはじめ」も同時開催します
※特別展観覧料で２つともご覧いただけます
【当館HP】https://grekisi.pref.gunma.jp/

（写真を添付）

高崎市染料植物園　ベニバナの種プレゼント
【高崎市】

染料植物・ベニバナを育てよう！

「昭和のくらし」昨年度展示風景
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日時
◆2024年12月21日（土）～2025年2月9日（日）
　9時30分～17時（入館は16時30分まで）

場所 ◆群馬県立歴史博物館（高崎市綿貫町992-1）

交通 ※上記と同様

担当 ◆学芸係　江原　（027-346-5522）
新春特別収蔵品展・子どもの

ための特集展示ポスター
　

日時
◆2024年10月22日（土）～2025年5月25日（日）
　9時30分～17時（入館は16時30分まで）

場所 ◆群馬県立歴史博物館（高崎市綿貫町992-1）

交通 ※上記と同様

担当 ◆学芸係　飯田　（027-346-5522）

　「美しい」とは何でしょう？絵画作品だけでなく、群馬県立
歴史博物館が保管する考古資料・仏像・刀剣など、様々な
ジャンルから美術史視点で「美しい」に迫っていきます。
また、県指定重要文化財「長光」を寄贈後初公開いたします。

※子どものための特集展示「昭和のくらし」も同時開催します
※特別展観覧料で２つともご覧いただけます
【当館HP】https://grekisi.pref.gunma.jp/

（写真を添付）

古墳時代ぐんまの国宝埴輪と東博埴輪

 東京国立博物館（東博）に所蔵されている、群馬県ゆかりの埴輪3体が「里帰り」

 綿貫観音山古墳（高崎市）から出土した国宝指定埴輪との「共演」が実現

 埴輪造形の豊かさと古墳時代東国の輝きを実感、出土古墳の最新情報も紹介
※常設展示の観覧料でご覧いただけます

　【当館HP】https://grekisi.pref.gunma.jp/

（写真を添付）

群馬県立歴史博物館　新春特別収蔵品展【高崎市】

日本美術史ことはじめ

群馬県立歴史博物館　特集展示【高崎市】

埴輪 挂甲武人

（古墳時代、高塚古墳出土、

群馬大学共同教育学部蔵、

当館寄託）

県指定重要文化財 太刀 銘 長光

（鎌倉時代後期、当館蔵）

太田市四ツ塚古墳埴輪

盛装の男子

東京国立博物館所蔵

出典 ColBase

（https://colbase.nich.
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日時
令和6年10月19日（土）～令和7年1月26日（日）
※火曜休館　※12月27日（金）～１月4日（土）は休館

場所
〒370－3533　群馬県高崎市保渡田町2000
群馬県立土屋文明記念文学館

交通
◆車：関越自動車道前橋ICから約15分
◆タクシー：JR高崎駅西口から約30分

担当 群馬県立土屋文明記念文学館　TEL　027-373-7721 企画展チラシ

群馬県立土屋文明記念文学館【高崎市】

第124回企画展「文豪・谷崎潤一郎―美を追い求めて」

　谷崎潤一郎は、「刺青」「痴人の愛」「春琴抄」「細雪」など数多くの作品を生み出
し、最晩年まで自分の信じる「美」を追求し続けました。
　本展では、その生涯や、代表的な作品、3回にわたって改訂された「潤一郎訳源氏物
語」を紹介し、谷崎の追い求めた「美」に迫ります。また、谷崎と群馬との繋がりにつ
いても取り上げます。
　本展や関連するイベントへの申込などの詳細は、当館ホームページをご覧ください。

https://bungaku.pref.gunma.jp/

（写真を添付）

－ 4 －


